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青バラの党公認

（赤バラの党、支持）



青バラの党公認（赤バラの党、支持）

飯能花子
はんのう はなこ

プロフィール
1985年 6月 埼玉県飯能市に生まれ、入間市で育つ
2008年 3月 南関東大学経済学部卒（奨学金とアルバイトで苦学）
2008年 4月 南関東新聞社入社
2008年 4月 政治・社会部記者として数々の政界スキャンダルを報道
2016年 5月 同社を依願退職
2008年 7月 第23回参院選で初当選（青バラの党公認）
2008年 4月 青バラの党女性局長代理
2021年 6月 参議院議員を辞職、今回の衆院選に照準を当てる
2020年 6月 シングルマザー、小学2年生の子供1人

尊敬する人：松田聖子とアメリカのハリス副大統領
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私たちも応援しています
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飯能花子は訴えます。
「一人が皆のために、皆が一人のために」「人間のための経済」のために、
特に次の事柄を約束いたします。
1. コロナ禍のもと、縁の下で国民を支えているエッセンシャルワーカーの方々の月給

を平均10万円引きあげます。
2. コロナ対応のワクチン、治療薬、マスクなどを国内で安定製造確保し、日本だけで

なく発展途上国にも公平に行きわたる様に国際協力を訴えます。
3. スクール・ドクターの制度化
4. 東京オリパラ開催につき徹底した感染対策、開催後、施設利用の国民還元
（以下、ダイヴァーシテイ社会の実現のための具体的提言）
5. 障害のある人が安心して生活し、就労できる社会を実現するために障害者差別解消

法の運用を強化します。
6. 性的指向や性自認によって差別されない社会をつくるために、LGBTQ差別解消法を

制定します。
7. 女性の地位向上の一環として選択的別姓制度の実現に努力します。
8. 一定期間の合法的な国内居住を条件として、地方選挙への外国人の参加を実現する

ために、地方自治法、公職選挙法の改正に取り組みます。
飯能花子は青バラの党の選挙公約を着実に実施します。
また、野党共闘候補として当選のあかつきには赤バラの党などの政策をも尊重
して、議員活動をまっとういたします。
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